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戟会災防

謹
ん
で
新
年
の

お
喜
び
を
中
-
上
げ
ま
す

輝
か
し
い
平
成
四
年
の
新
春
を
迎
え
'
常

日
頃
か
ら
地
域
の
妥
1
2
･
妥
全
を
守
る
た
め

に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
l
般
社
団
法
人
田
川
地
区
防
灸
協
会
会
員

の
皆
様
と
関
係
各
位
様
に
'
謹
ん
で
年
頭
の

ご
挨
拶
を
や
-
上
げ
ま
す
｡

さ
て
'
昨
年
を
凍
り
速
り
ま
す
と
1
8
歳
か

ら
の
選
挙
権
で
'
第
2
4
回
参
議
院
議
員
選
挙

の
投
票
が
行
わ
れ
､
リ
オ
･
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
'
多
-
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
う

れ
し
い
話
題
に
日
本
中
が
沸
-
速
り
ま
-

.
た
｡

し
か
-
'
国
内
の
災
審
状
況
を
顧
み
ま
す

と
'
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
猛
威
を
振
る

い
'
4
月
に
は
熊
本
県
で
震
度
7
の
地
震
が

二
度
発
生
-
'
首
三
十
九
名
の
才
が
犠
牲
と

な
る
痛
ま
-
い
出
来
事
が
あ
り
ま
-
た
｡
1
 
0

月
に
は
鳥
取
県
中
部
で
震
度
6
弱
'
1
 
1
月
ー

は
福
島
県
沖
で
震
度
5
弱
の
地
震
が
発
生
-

ま
し
た
｡
史
に
'
台
風
が
猛
威
を
振
り
､
北

海
道
や
岩
手
県
で
は
大
雨
と
な
り
河
川
の
氾

濫
に
よ
り
多
大
な
被
尊
が
発
生
し
'
激
甚
災

害
指
定
と
な
り
ま
し
た
｡
幸
い
に
も
､
田
川

地
区
に
お
い
て
は
さ
し
た
る
被
尊
は
あ
り
ま

せ
ん
で
-
た
が
'
尊
協
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
'
設
立
尊
初
か
ら
自
主
防
災
組
織
と
し
て
'

｢
自
分
た
ら
の
地
域
や
職
場
は
自
分
た
ら
で

守
る
｣
　
と
い
う
意
銭
の
も
と
'
災
害
が
発
生

-
た
際
に
は
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
'
積
極
的
に
応
急
対
策
活
動
に
参
加
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
ま
た
'
高
齢
者
宅
で

の
防
火
診
断
や
火
灸
予
防
運
動
の
協
賛
等
の

各
種
草
書
を
実
施
-
'
田
川
地
区
の
防
災
体

制
の
強
化
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
｡
今
後
と
も
'
田
川
地
区
消
防
本
部
･
署
は

も
と
よ
り
'
各
関
係
機
関
相
互
の
融
和
強
調

を
図
り
'
地
域
防
灸
終
点
と
-
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
防
灸
カ
の
向
上
に
積
極
的
に

取
り
組
み
'
意
魂
も
新
た
に
防
炎
活
動
を
推

進
-
て
い
-
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

最
後
に
な
り
ま
す
が
'
田
川
地
区
住
民
の

皆
様
を
は
Z
J
め
本
会
の
会
員
様
'
関
係
各
位

の
方
々
の
ご
健
勝
､
ご
多
幸
を
祈
念
や
-
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
i
L
J

-
ま
す
｡

平
成
四
年
の
新
年
を
竣
-
え
'
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
や
-
上
げ
ま
す
｡

一
般
社
団
法
人
田
川
地
区
防
災
協
会
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
'
平
素
か
ら

消
防
行
政
に
ご
理
解
頂
き
'
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
1
2
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
o

貴
協
会
の
　
｢
自
分
た
ら
の
地
域
や
職
場
は

自
分
で
守
る
｡
｣
　
と
い
う
理
念
の
も
と
'
平

成
2
8
年
q
月
2
4
日
に
開
催
さ
れ
た
'
住
宅
防

火
防
災
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
'

平
田
会
長
に
出
席
-
て
頂
き
'
盛
会
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
N
,
'
田
川
地
区
住
民
の
皆
様

に
防
火
防
灸
の
意
鏡
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
｡

-
か
-
､
災
尊
に
つ
い
て
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
'
4
月
の
熊
本
地
震
､
1
 
0
月
の
鳥

取
中
部
地
震
'
1
 
1
月
の
福
島
県
沖
地
震
で
は
'

多
数
の
犠
牲
者
が
由
る
な
ど
'
甚
大
な
故
事

が
発
生
-
ま
-
た
｡
こ
の
4
月
の
熊
本
地
震

(

に
あ
っ
て
は
'
緊
急
消
防
援
助
隊
と
-
て
尊

消
防
本
部
か
ら
こ
隊
'
延
べ
4
3
名
が
出
動
L
t

救
命
救
助
活
動
に
従
事
-
ま
-
た
｡

幸
い
'
管
内
で
は
大
き
な
被
書
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
'
近
年
'
相
次
ぐ
地
震
や
火

山
の
噴
火
､
そ
し
て
'
集
中
豪
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
客
な
ど
'
激
甚
災
書
に

拍
定
さ
れ
る
大
規
模
な
自
然
灸
書
が
尊
卑
発

生
-
て
お
り
ま
す
｡

災
害
に
よ
る
被
尊
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
'
｢
自
助
･
共
助
･
公
物
｣
　
の
有
機
的
連

携
が
不
可
欠
で
あ
り
'
自
主
防
災
組
織
な
ど

自
主
防
災
体
制
の
確
立
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

消
防
本
邸
と
い
た
し
ま
し
て
も
　
｢
災
客
の

な
い
町
'
田
川
･
住
み
や
す
い
町
'
田
川
｣

を
目
苑
-
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
-
ま

す
の
で
貴
協
会
を
は
じ
め
'
消
防
団
や
関
係

機
関
等
と
一
体
と
な
っ
て
'
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
体
制
を
強
化
-
て
い
-
た
め
今
後
と
も

金
男
皆
様
の
ご
支
援
'
ご
協
力
を
お
願
い
や

-
上
げ
ま
す
｡

終
わ
り
に
'
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
'
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
-
ま
-
て
'
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
-
ま
す
｡
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平成28年度の定時総
会が､平成28年5月
24日(火)ザ･ブリティツ-＼

シュヒルズにおいて開催

されました｡

平成27年度収支決算
などの上程された議案は
すべて議決されました｡
また､議案審議に先立
ち防災功労による表彰の
授与も行われました｡

平成28年度

1法人田川地区防災協会定彊

巾

門　西　後　宮

前　村　藤　田

裕　康背
進　喜　彦　宏

山　最　桶

野　所

ヽ   1

･ Jlq ㌔-,_f/

二二∴;-!

平
成
二
十
八
年
度
総
会
は
､
多
数
の
来
賓

を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
議
決
さ
れ
た
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

一
平
成
二
十
七
年
度
一
般
社
団
法
人
田
川

地
区
防
炎
協
会
収
支
決
算
の
承
認
に
つ

い
て
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て

二
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
てー

~

ー

【

I

t

【

.

r

r

r

r

r

r

r

r

L

.

ン

ノ

■

　

l

防
災
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
｡

防
災
功
労
表
彰
(
会
長
表
彰
)

●
防
災
協
会
役
員
功
労
者

中
村
　
英
気
　
(
(
一
財
)
福
岡
県
社
会
保

険
医
療
協
会
社
会
保
険

田
川
病
院
)

(
㈲
宮
田
設
備
商
会
)

(
㈲
後
藤
商
店
)

(
西
村
石
油
㈲
)

(
㈱
エ
コ
ア
北
九
州
販
売
支
店
)

(

●
優
良
防
火
管
理
者

辻
　
祐
一
朗
　
(
医
療
法
人
上
野
病
院
)

仲
村
　
信
之
　
(
社
会
福
祉
法
人
福
寿
会

(
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
)

方
信
園
)

桑
野
　
和
弘
　
(
日
本
フ
ィ
ル
タ
ー
工
業

㈱
田
川
工
場
)

●
優
良
業
務
主
任
孝

志
津
　
直
美
　
(
篠
原
プ
田
パ
ン
)

●
防
火
優
良
事
業
所

西
村
石
油
㈲

日
立
化
成
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

㈱
藤
食
糧

〓
財
)
福
岡
県
社
会
保
険
医
療
協
会

社
会
保
険
　
田
川
病
院

社
会
福
祉
法
人
慶
寿
会

(
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
)
慶
寿
園

田
川
商
工
会
議
所

日
本
郵
便
㈱
庄
郵
便
局

川
崎
町
液
化
石
油
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

今
年
度
理
事
及
び
監
事
選
任
さ
れ
た
の
は

次
の
と
お
り
で
す
｡

(
順
不
同
敬
称
略
)

理

　

事

哲
也
(
太
陽
セ
ラ
ン
ド
㈱
)

豊
(
㈲
永
岡
燃
料
)

智
士
(
㈱
山
野
燃
料
)

潔
(
㈱
ツ
シ
マ
)

㍉
7
/

●
優
良
危
険
物
取
扱
者

日
高
　
　
厚
　
(
日
高
石
油
㈱
)

原
　
　
隆
昭
　
(
高
熱
炉
工
業
㈱
)

村
上
　
敏
行
　
(
高
生
陸
運
㈱
)

●
優
良
消
防
設
備
士

小
池
　
隆
治
　
(
小
池
設
備
工
業
)

●
優
良
消
防
設
備
業
者

㈱
豊
福
空
調
工
業
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(平成28年中)

田川地区の火災･救急の概要

火iLf i
平成28年中の火災件数は52件であり､昨年の97

件と比較すると､ 45件減少しています｡

火災による損害額は､ 60,407千円で､前年と比べ

て16,513千円の減少となっており､損害額の97%

は建物火災によるものです｡

出火原因は､放火(疑い含む)が7件と最も多く､
たき火が6件､たばこが4件となっています｡

特に放火は､毎年上位となっています｡家の外周に
燃える物を置かないことが大切です｡
/へ

出 傀r�犬�1 �"�3 釘�5 澱�6 唐�8 唐�8 �� 

捻 兩｢�た �+ﾒ�し_ �6B�火 �7ﾒ�ス 僭"�港 �9B�そ 儻2�

件 ���き 兔r�ん �9B�壁 �62�卜 亢2�揺 ���の 冖��

火 原 因 佝��( 疑 い A 呂 む ) ���i �.ｲ�電 請 等 の 配 線 �-"�チ フ イ タ l 鳴�7R�管 亢�����&b�ｴ����ﾂ�

∠ゝ ⊂コ 計 鉄"�7 澱�4 �"�2 �"�2 ���1 ���1 ��"�ll 

t救急の前年比較表
年 ｣､区分 剔O年対比 劔[ﾙ�ﾃ#吋��ｷ霍ﾘ��ｩ¥｢�

平成27年 兌ﾙ�ﾃ#吋��増減 

｣場件数 �7,681 途ﾃ��r�126 

救急件数 �7,110 途�#S��148 

搬送人員 �7,193 途ﾃ33R�142 

事故別 兌ﾙ�ﾃ#yD��平成28年 ��ﾘﾋ��構成率% 兒闌｢�

救 急 出 場 件 数 亶ﾙV��4,787 釘ﾃs���4 田��3rR�1 

転院 ��ﾃ�#b�1,099 都2�14.08% �"�

一般負傷 涛#��932 ��"�ll.94% �2�

交通事故 鉄�R�459 蔦Sb�5.88% 釘�

その他 �#c2�362 涛��4.64% 迭�

自損行為 田2�61 蔦"�0.78% 澱�

労働炎害事故 �3��42 �2�0.54% 途�

加害 �3��31 ���0.40% 唐�

運動競技事故 ��b�15 蔦��0.19% 湯�

水難事故 唐�10 �"�0.13% ����

火炎 ��"�5 蔦r�0.06% 免ﾂ�

自然炎害事故 ���0 蔦��0.00% ��

-巳平均件数 �21 �#��2� 

■火災の前年比較表
区分 剳ｽ成27年中 兌ﾙ�ﾃ#吋�(b�増減 

火炎件数 �97件 鉄(ﾈ��-45件 

焼損面積 佶ｩZ��1,908m2 ��ﾃcs盲"�-229m2 
林野 �#唐�Oa 蔦#���

焼損棟数 �53棟 �398��-20棟 

リ炎世帯数 �46世帯 �#)�)���-24世帯 

リ炎暑数 �104人 鼎I�ﾂ�-60人 

死者 �4人 �)�ﾂ�-2人 

負傷者 �11人 妬�ﾂ�-5人 

損害額 �76,920千円 田�ﾃC�y�x冷�16,513千円 

全火炎の1件あたりの損害額 �793千円 ��ﾃ�c)�x冷�369千円 

建物火炎 1件当り 傲I�冤ｩ���50m2 都6ﾓ"�23m2 

損害額 ��ﾃCs9�x冷�2,548千円 ��ﾃ�sY�x冷�

1ケ月当りの火炎件数 �8.1件 釘�8ﾈ��-3.8件 

出場人員(延) �1,041人 田�Y�ﾂ�-426人 

備考 剳ｽ成28年中の火炎件数及び損害額 

(内訳) 

建物23件58,600千円 

林野0件0千円 

車両7件1,717千円 

その他22件90千円 

(爆発)0件0千円 

救急
平成1 9年以降､ 1 0年間の救急出場件数の推移は下表の

のとおりであります｡
1日平均では､21件の出場件数になっています｡

出場件数　　一一一一日-搬送人員
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平成28年中

戟会災防

〔

実
施
し
た
防
災
事
業

災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
に
､
消
防
機
関
と
協
力
し
て
本
年
も

各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
｡

多
く
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
田
川
を
q
Z
)
指
し
て
､
防
炎
の
輪
を

広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

｢

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

1
 
0
月
1
 
2
日
(
水
)
-
二
〇
〇
名

給
油
取
扱
所
(
一
〇
〇
名
)

そ
の
他
事
業
所
(
一
〇
〇
名
)

1
 
0
月
1
 
3
日
(
木
)
-
一
四
一
名

給
油
取
扱
所
(
九
〇
名
)

そ
の
他
事
業
所
(
五
一
名
)

当
協
会
で
は
'
秋
季
全
国
火
炎
予
防
運
動

期
間
に
併
せ
て
高
齢
者
家
庭
の
防
火
診
断
を

行
い
ま
し
た
｡

防
火
診
断
で
は
､
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
石
油
ス

ト
ー
ブ
等
の
火
気
の
取
り
扱
い
や
､
コ
ン
セ

ン
ト
の
タ
コ
足
配
線
等
に
つ
い
て
点
検
を
行

い
な
が
ら
､
世
間
話
を
交
え
て
火
炎
予
防
に

つ
い
て
の
話
を
し
ま
し
た
｡

防
火
診
断
の
結
果
､
火
気
の
使
用
に
つ
い

て
は
良
好
で
あ
り
ま
し
た
が
'
何
軒
か
に
コ

ン
セ
ン
ト
の
タ
コ
足
配
線
や
プ
ラ
グ
の
接
続

が
不
完
全
な
も
の
が
見
ら
れ
た
た
め
､
タ
コ

足
配
線
の
危
険
性
を
説
明
し
､
必
要
な
器
具

だ
け
を
接
続
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し

た
｡
ま
た
､
寝
室
に
住
宅
用
火
炎
警
報
器
の
未

設
置
も
数
世
帯
あ
っ
た
た
め
､
住
宅
火
炎
に

よ
る
死
者
の
発
生
原
凶
は
'
気
づ
く
の
が
遅

れ
た
こ
と
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
が
多
い
こ
と
を

説
明
し
､
寝
室
に
住
宅
用
火
炎
警
報
器
を
設

置
す
る
よ
う
に
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
ま
し

た
｡

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
家
庭
の
防
火
診
断

は
､
火
炎
予
防
に
大
変
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
事
業
で
す
｡

今
年
は
､
地
震
､
台
風
等
の
自
然
炎
害
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
当
協
会
と

し
ま
し
て
防
炎
グ
ッ
ズ
(
非
常
持
出
袋
)
を

贈
呈
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

平
成
2
8
年
度
の
役
員
視
察
研
修
は
､
9
月

2
9
日
に
実
施
し
､
1
 
8
名
の
役
員
と
-
名
の
来

賓
及
び
事
務
局
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
｡

今
年
度
は
､
北
九
州
市
門
司
区
門
司
海
上

保
安
部
の
施
設
を
見
学
し
､
参
加
者
は
､
海

上
保
安
庁
の
任
務
に
つ
い
て
､
海
上
秩
序
の

維
持
.
海
難
の
防
止
と
救
助
活
動
及
び
海
洋

環
境
の
保
全
と
海
上
防
炎
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
､
海
上
保
安
艇
を
見
学
し
ま
し
た
｡

最
近
で
は
､
尖
闇
諸
島
周
辺
海
域
に
お
け

る
中
国
工
作
舶
及
び
漁
船
が
領
海
侵
入
を
繰

た
｡
次
に
三
宜
楼
茶
寮
は
､
木
造
三
階
建
て
で

現
存
す
る
九
州
最
大
級
の
建
屋
で
あ
り
､
門

司
港
レ
ト
ロ
を
代
表
す
る
建
築
物
で
､
北
九

州
市
の
管
轄
に
あ
り
､
昭
和
の
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
ほ
っ
と
し
た
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

T
O
T
O
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
､
衛
生
陶

器
､
小
栓
金
具
､
食
器
を
は
じ
め
と
し
た
､

過
去
の
水
回
り
製
品
や
資
料
を
展
示
'
約
一

世
紀
に
渡
る
T
O
T
O
の
も
の
づ
く
り
の
歴

史
だ
け
で
な
く
､
日
本
の
水
回
り
の
設
備
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

当
協
会
で
は
､
毎
年
3
回
実
施
さ
れ
る
危

険
物
取
扱
者
試
験
の
受
厳
暑
を
対
象
と
し
た

試
験
準
備
講
習
会
及
び
保
安
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

･
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

6
月
5
日
(
日
)
･
･
十
八
名

1
0
月
2
日
(
日
)
-
十
五
名

2
月
7
日
(
日
)
･
･
二
五
名

リ
返
し
､
我
が

国
を
取
り
巻
く

情
勢
の
緊
迫
感

等
に
伴
い
､
み

な
さ
ん
が
安
心

し
て
海
を
利
用

で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
｡

海
猿
の
活
動

に
参
加
者
一
同

大
い
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し

当
協
会
で
は
､
春
季
及
び
秋
季
の
火
炎
予

防
運
動
の
協
賛
を
行
な
っ
て
い
ま
す
｡

平
成
2
8
年
1
1
月
8
日
(
火
)
大
任
町
の

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
で
今
任
保
育
園

が
'
9
日
(
水
)
は
サ
ン
リ
ブ
田
川
で
､
み

の
り
保
育
園
が
参
加
し
て
防
火
演
奏
を
実
施

し
､
チ
ラ
シ
配
布

に
よ
る
火
炎
予
防

啓
発
を
行
な
い
ま

し
た
｡
保
育
園
児

は
'
大
き
な
声
で

防
火
の
誓
い
を
行

い
ま
し
た
｡
そ
の

後
'
防
火
演
奏
を

行
な
っ
た
保
育
鼠

等
に
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
｡



(6)第43号平成29年1月

田川地区消防本部(署)
(一社)田川地区防災協会

火炎により発生する煙を自動的に感知
し､逃げ遅れなどからの被害を無くすため
に､住宅用火炎警報器の設置が義務づけら
れています｡
田川地区の設置率は､全国平均よりも低
いため､火炎から大切な家族の命を守るた
めに設置を心がけましょう!
また､電池の寿命は10年が目安です｡
電池を交換するか､新しい住宅用火炎警
報器に取り換えてください｡

悪質な訪問販売にご注意!!
なお､消防職員を装っての販売や､高額
請求など悪質な訪問販売の被害が発生して
います｡

消防職員による販売や､消防署が特定業
者に販売を依頼することもありません｡

編集後記
会員の皆様､明けましておめでとうございます｡

会員の皆様､明けましておめでとうございます｡
この会報も今EiIで第43号となりました｡会報発行にあたり会員
の皆様にご協力いただき､心よりお礼申し上げます｡

本年もよろしくお願い致します｡

事務局長　佐藤
事務局　野津

′{~

戟会災防

お

　

知

　

ら

　

せ

平
成
2
9
年
度
の
各
種
資
格
取
得
試
験
及
び

講
習
会
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

る
た
め
､
消
防
本
部
予
防
課
内
の
事
務
局
で

確
認
し
て
下
さ
い
｡

●
危
険
物
取
扱
者
試
巌

第
1
回
　
平
成
2
9
年
6
月
初
旬
頃

願
書
受
付
期
間

4
月
中
旬
か
ら
4
月
下
旬
ま
で

第
2
回
　
平
成
2
9
年
1
 
0
月
下
旬
頃

願
書
受
付
期
間

8
月
中
旬
か
ら
8
月
下
旬
ま
で

第
3
回
　
平
成
3
0
年
2
月
上
旬
頃

願
書
受
付
期
間

1
 
2
月
中
旬
か
ら
1
月
上
旬
ま
で

協
会
で
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
日
に
あ
わ

せ
て
､
乙
種
4
類
の
試
験
準
備
講
習
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
｡

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
､
県
内
4
会
場
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
!

実
施
さ
れ
ま
す
が
､
筑
豊
地
区
は
田
川
市
の

福
岡
県
立
大
学
が
会
場
に
な
り
ま
す
｡

●
消
防
設
備
士
試
巌

第
1
回
　
福
岡
市
･
出
川
市

平
成
2
9
年
7
月
中
旬
頃

第
2
回
　
北
九
州
市

平
成
2
9
年
8
月
上
旬
頃

第
3
回
　
福
岡
市
･
出
川
市

平
成
2
9
年
1
 
2
月
中
旬
頃

●
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

平
成
2
9
年
1
 
0
月
中
旬
頃

筑
豊
地
区
会
場
は
､
飯
塚
市
(
飯
塚
地
区

消
防
本
部
)
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡

受
講
者
は
い
ず
れ
か
の
臼
に
3
時
間
の
受

講
が
必
要
で
す
｡
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
次
の
よ
う
な
人
が
受
講
対
象
と
な

り
ま
す
｡

①
継
続
し
て
危
険
物
取
叔
作
業
に
従
事
し
て

い
る
者
は
､
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以

後
の
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
3
年
以
内
｡

②
新
た
に
従
事
す
る
者
は
､
従
事
す
る
こ
と

と
な
っ
た
日
か
ら
1
年
以
内
｡
た
だ
し
③

に
該
当
す
る
者
は
③
に
よ
る
｡

③
過
去
2
年
以
内
に
免
状
の
交
付
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
者
は
､
免
状
の
交
付
又
は

受
講
し
た
日
以
後
の
最
初
の
4
月
1
日
か

ら
3
年
以
内
｡

※
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
人

は
受
講
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

●
消
防
設
備
士
法
定
講
習

平
成
2
9
年
1
 
0
月
～
1
 
2
月
(
未
定
)

消
火
設
備
　
1
日

警
報
設
備
　
1
日

避
難
設
備
　
1
日

筑
豊
地
区
の
会
場
は
､
宮
若
市
を
予
定
し

て
い
ま
す
｡

受
講
対
象
者
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
2
年
以
内
の
人

②
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
5
年
以
内

の
人

●
防
火
管
理
新
規
講
習

消
防
法
に
よ
り
建
物
の
所
有
者
な
ど
の
管

理
権
原
著
は
､
火
炎
か
ら
人
命
を
守
る
た
め

に
防
火
管
理
者
を
定
め
､
防
火
管
理
業
務
を

行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
こ
の
防
火

管
理
者
の
資
格
は
､
2
日
間
の
講
習
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
取
得
で
き
ま
す
｡

①
田
川
地
区
消
防
本
部

平
成
2
9
年
6
月
中
旬
頃

②
県
立
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

平
成
2
9
年
5
月
2
4
日
･
2
5
田

平
成
2
9
年
8
月
3
0
日
･
3
1
日

③
直
方
市
中
央
公
民
舘

平
成
3
0
年
2
月
6
日
･
7
日


